
　

民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員

も
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
交
通
費
や
通
信
費
な
ど
の
実
費

と
し
て
活
動
費
（
平
成
28
年
度
は
年
額

５
万
９
千
１
０
０
円
）
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、
再
任
も
可

能
で
す
。

　

市
内
で
は
33
の
地
域
に
分
か
れ
て
、

５
月
１
日
現
在
７
６
６
人
（
う
ち
66
人

は
児
童
福
祉
を
専
門
に
す
る
主
任
児
童

委
員
）
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
・
支
援
活
動
＝
住
民
の
生
活
上

　

の
悩
み
を
聞
い
て
適
切
な
専
門
機
関

　

を
紹
介
し
た
り
、
援
助
が
必
要
な
人

　

の
見
守
り
を
行
っ
た
り
し
ま
す

●
地
域
福
祉
活
動
＝
市
民
委
員
会
や
地

　

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
に
、
子
育

　

て
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
対
象
の
ふ
れ
あ

　

い
サ
ロ
ン
の
運
営
な
ど
、
地
域
の
つ

　

な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

●
市
の
事
業
へ
の
協
力
＝
高
齢
者
等
屋

　

根
雪
下
ろ
し
事
業
の
申
請
書
を
取
り

　

ま
と
め
た
り
、
子
供
が
生
ま
れ
た
家

　

庭
に
「
う
ぶ
ご
え
へ
の
贈
り
も
の
」

　

事
業
で
絵
本
を
届
け
た
り
し
ま
す

　

地
域
に
詳
し
く
、
福
祉
活
動
な
ど
に

理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
を
町
内
会
等
か

ら
聞
き
取
り
、
民
生
委
員
推
薦
会
か
ら

旭
川
市
長
に
推
薦
し
ま
す
。
市
長
は
社

会
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
国
に

推
薦
し
ま
す
。
今
年
は
、
３
年
ご
と
の

全
国
一
斉
改
選
の
年
で
、
現
在
、
選
考

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
詳
細
】
福
祉
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

25
・
６
４
２
５

地域の子供たちの登下校を見守り、交通安
全を呼び掛ける活動も

赤ちゃんに絵本を贈る取組みに協力

中央地区
民生児童委員協議会会長
雨尾直子さん

　私も含め、多くの人が会社勤務や自営業などの仕事をしながら、民
生委員・児童委員を務めています。ボランティアですから、無理はせ
ず、常に仲間と連携して楽しく活動することを大事にしています。ど
こに相談して良いか分からなくて困っている方に、市の窓口などを紹
介するのが私たちの役目。活動を通して、地域の方に喜んでもらえた
り、住みやすいまちづくりに貢献できたりするとうれしいですね。

市民と関係機関との橋渡し役です

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
る
の
？

あ ま お な お こ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
者
の
秘
密
を
守
り

ま
す
。
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽 

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
や
、
委
員
の
選
任
方
法
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

知って
いますか？
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